
 

平成 26 年（2014 年）8月豪雨非常災害対策本部 

第 15 回本部会議 

 

議 事 次 第 

 

 

 

日時：平成２６年９月１６日（火）１４：００～  

場所：合同庁舎８号館３階災害対策本部会議室 

 

 

１． 山谷非常災害対策本部長 挨拶 

 

２． 各省庁の対応状況報告及び意見交換 

 

３． その他 
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気象の概況と今後の見通し 
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気象庁 １ 気象庁 

○広島県の天気は、今日16日は、高気圧に覆われ晴れる見込み。明日17日は、
曇る見込み。 

○向こう一週間(23日まで)の天気は、北海道は、19日頃まで雨の降る所がある見
込み。東北地方から西日本は、19日頃から曇りや雨の日が多くなる見込み。 

平成２６年９月１６日１１時現在 

地上天気図 ９月１６日９時 衛星画像（赤外） ９月１６日９時 

（９月１６日１１時発表） 

広島の 

週間予報 

予想天気図 ９月１７日２１時 

高 

低 

低 

高 



９月９日～１２日の降水の状況 
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北海道苫小牧市 
苫小牧(ﾄﾏｺﾏｲ) 

297.5ﾐﾘ 

北海道白老町 
森野(ﾓﾘﾉ) 
315.0ﾐﾘ 

北海道千歳市 
支笏湖畔(ｼｺﾂｺﾊﾝ) 

380.0ﾐﾘ 

（ミリ） 

平成26年9月9日0時から9月12日24時までの期間降水量 

○上空の寒気の影響で大気の状態が非常に不安定となったため、9日から12日に
かけて、局地的に雷を伴って猛烈な雨の降った所がある。 

http://www.jma.go.jp/jma/


広島県広島市における気象庁の支援 
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●気象庁の現地における活動状況 

 

・広島県、広島市、中国地方整備局に気象
台職員を派遣（８月２０日～）。 

・政府現地災害対策室及び非常災害現地
対策本部に気象台職員を派遣（８月２０日～）。 

 

   

●気象支援資料（広島県広島市安佐北区・安佐南区付近の気象予想（毎日７時頃、１７時頃更新）） 

・気象支援資料を関係機関に提供 

 （８月２０日１７時～）。 

・気象支援資料を広島地方気象台ホーム
ページにて提供 （８月２５日夕方～）。 

  

http://www.jma.go.jp/jma/


平成 26 年 9月 16 日 12 時 28 分頃の茨城県南部の地震 

 

【地震の概要】 

発生日時：９月 16日 12 時 28 分頃 

マグニチュード：5.6（速報値）、深さ：約 50km（速報値） 

最大震度：震度５弱   

（栃木県） 

佐野市  下野市   

（群馬県） 

前橋市  伊勢崎市  太田市  千代田町 

           大泉町  邑楽町  みどり市 

     （埼玉県）   

熊谷市  加須市  本庄市 深谷市 久喜市  美里町 

 

【震度分布】 

 

１－２ 気象庁 



８月１９日からの大雨等による広島県における 

被害状況及び消防の活動等について 

（第３８報） 
 

平成２６年９月１６日（火）１３時００分 

消 防 庁 災 害 対 策 本 部 

 

１ 広島市における土砂災害の概要 

 ○広島市安佐南区、安佐北区において１６６箇所以上で土砂災害が発生 

（１）消防覚知日時  

平成２６年８月２０日 ３時２１分 第１報覚知 

  

（２）被害発生場所 

 広島県広島市 安佐南区 八木地区、緑井地区、山本地区等 

安佐北区 可部東地区、可部町地区、三入地区等 

 

２ 被害状況 

（１）人的被害 

 
  

《死者の状況》 

○広島市安佐南区（計６７名） 

・八木地区において５１名の死亡を確認。 

 ・緑井地区において１４名の死亡を確認。 

 ・山本地区において２名の死亡を確認。 

 ○広島市安佐北区（計６名） 

 ・可部東地区において４名の死亡を確認（消防職員１名を含む）。 

・可部町地区において１名の死亡を確認。 

・三入地区において１名の死亡を確認。 

 

《消防職員の死者》 

・５３歳男性消防職員（消防司令補）が、安佐北区可部東六丁目の住宅崩壊現場で住民の避難誘

導中、土砂が再崩落し巻き込まれ死亡（８月２０日）。 

 

（２）物的被害 

  
 ※被害件数は、現時点で報告のあったものであり、今後、数値の変動はあり得るものである。 

重傷 軽傷

人 人 人 人

広島市安佐南区 67 1 6 30

広島市安佐北区 6 2 6

合　計 73 1 8 36

地区名

人　的　被　害

死者
行　方
不明者

負 傷 者

棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟

広島市安佐南区 100 84 92 968 2,035 1

広島市安佐北区 32 38 72 330 758 1

広島市西区 1 7 2 18 3

広島市中区 1

広島市安芸区 1

広島市佐伯区 1

安芸高田市 2 15

三次市 1

福山市 3

合　計 133 122 175 1,302 2,829 0 5

半壊
一部
破損

床上
浸水

床下
浸水

公共
建物

その他地区名

住　　家　　被　　害 非住家被害

全壊
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３ 避難の状況   

 
 

４ 消防庁の対応 

  ８月２０日  ４時３０分 応急対策室長を長とする災害対策室設置（１次応急体制） 

         ８時３０分 国民保護・防災部長を長とする災害対策本部設置（２次応急体制） 

        １０時３０分 政府現地連絡室要員として防災課災害対策官を広島県に派遣（以降、

順次交替要員を派遣。２２日１４時以降は、現地対策本部要員とし

て活動） 

      １１時００分 現地活動支援のため、消防庁職員１名、消防研究センター職員２名

を派遣（以降、順次、交替職員を派遣。） 

      １２時３０分 広島県からの応援要請を受け、消防組織法第４４条第１項に基づき、

消防庁長官から岡山県、鳥取県、高知県、大阪府に対して緊急消防

援助隊の出動を要請。 

      １２時３３分 九州、中国、四国地方の各県に対し「８月２０日の前線による大雨

警戒情報」を発出 

      １２時４４分 総理指示の内容について、防災課長名で都道府県に事務連絡を発出。 

１４時００分 政府調査団として防災課長を広島県に派遣 

８月２１日 １６時００分 第４回関係省庁災害対策会議に消防庁次長が出席 

１９時３０分 救助体制を強化するため、消防庁長官から、新たに、島根県、山口

県、愛媛県に対して、緊急消防援助隊の出動を要請。 

８月２２日  ９時００分 消防庁長官を長とする災害対策本部設置（３次応急体制） 

１０時３０分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第１回会

議に消防庁次長が出席 

８月２３日 １３時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第２回会

議に消防庁次長が出席 

  ８月２３日 午後     新藤総務大臣が広島市に赴き、災害現場を上空から視察するととも

に、現地合同指揮所にて激励等を実施。 

  ８月２４日 １６時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第３回会

議に消防庁次長が出席 

８月２５日 １７時３０分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第４回会

議に消防庁次長が出席 

 

11,294 26,656 8月20日 4時30分 9月2日 11時30分

751 1,911 8月20日 4時30分

45 144 8月20日 4時30分 9月9日 16時00分

5,000 12,442 8月20日 4時30分 8月31日 16時30分

52 113 8月20日 7時58分
9月2日11時30分避難勧告
に切替 52 113 9月2日 11時30分

5,522 13,977 8月20日 8時00分 8月24日 12時00分

703 1,952 8月20日 8時00分 8月31日 16時30分

184 461 8月21日 21時15分 9月2日 11時30分

130 338 8月21日 21時15分
9月2日11時30分避難勧告
に切替 130 338 9月2日 11時30分

17 40 8月22日 11時30分 9月2日 11時30分

81 191 8月22日 15時55分 9月2日 11時30分

3 10 8月22日 15時55分
9月2日11時30分避難勧告
に切替 3 10 9月2日 11時30分

14,653 32,863 8月20日 4時15分 8月31日 8時00分

25,717 61,801 8月20日 5時25分 8月31日 8時00分

3,253 7,742 8月20日 8時20分 8月31日 8時00分

1,408 3,474 8月22日 8時10分 8月31日 8時00分

1 3 8月20日 7時08分 8月20日 11時40分

0 0 936 2,372

1,875 4,627 67,124 159,952

合計(発令中）

合　　計

広島市

安佐南区

安佐北区

安芸高田市

勧告日時 解除日時
市町村名 地区名

避難指示 避難勧告

対象
世帯数

対象
人数

指示日時 解除日時
対象
世帯数

対象
人数
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  ８月２６日 １８時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第５回会

議に消防庁審議官が出席 

  ８月２７日 １３時３０分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第６回会

議に消防庁審議官が出席 

  ８月２８日 １７時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第７回会

議に消防庁次長が出席 

  ８月２９日 １７時３０分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第８回会

議に消防庁次長が出席 

  ８月３１日 １７時３０分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第９回会

議に消防庁次長が出席 

  ９月 ２日 １７時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第１０回

会議に消防庁次長が出席 

  ９月 ４日 １８時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第１１回

会議に消防庁次長が出席 

  ９月 ５日 １７時３０分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第１２回

会議に防災課長が出席 

  ９月 ８日 １９時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第１３回

会議に防災課長が出席 

  ９月１１日 １０時００分 「平成２６年（２０１４年）８月豪雨非常災害対策本部」第１４回

会議に応急対策室長が出席 

 

５ 消防機関による救出活動の状況 

 ○これまでに１３２名の救出活動を実施。 

このうち、広島県航空隊が安佐南区八木地区にて２名を救出（８月２０日）。 

広島市航空隊が安佐北区大林地区にて７名を救出（８月２０日）。 

 

６ 消防機関の活動（９月１６日現在９０名） 

（１）広島県、広島市消防局、広島市内消防団 

 ○広島市消防局約７０名 

○広島市内１消防団約２０名 

○８月２０日から９月１６日 までの活動体制については表のとおり。 

○広島県防災ヘリ１機及び広島市消防ヘリ１機が活動。 

 

（２）広島県内応援消防本部 

 ○８月２０日１１時１５分、広島県内広域消防相互応援協定に基づき、広島市から広島県各市町村

に対して、応援を要請。これを受け、県内消防本部から約１００名が活動。 

○９月５日をもって活動終了。活動体制については表のとおり。 

 

（３）広島県内応援消防団 

 ○８月２８日１３時２０分、広島県内広域消防相互応援協定に基づき、広島市から広島県８市町に

対して、応援を要請。 

 ○これを受け、８月２９日、県内８消防団（廿日市市、安芸高田市、府中町、海田町、熊野町、坂

町、安芸太田町、北広島町）４１名が活動。 

 

（４）緊急消防援助隊（広島県外からの応援隊） 

 ○８月２０日１２時３０分、広島県からの応援要請を受け、消防組織法第４４条第１項に基づき、

消防庁長官から、岡山県、鳥取県、高知県、大阪府に対して、出動を要請。 

 ○これを受け、岡山県防災ヘリ、鳥取県防災ヘリ、高知県防災ヘリ、大阪市消防ヘリ各１機、岡山

県から高度救助隊（津波・大規模風水害対策車、重機搬送車、電源照明車を含む。）、４府県合計

１７隊８５名が出動。 

○８月２１日１９時３０分、救助体制を強化するため、新たに消防庁長官から、島根県、山口県、

愛媛県に対して、高度救助隊の出動を要請。これを受け、３県から３０隊１１２名が出動。 

○９月５日をもって活動終了。活動体制については表のとおり。 
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（表）消防機関の活動体制 

 
※９月１０日は、警察、自衛隊及び海上保安庁と合同で行方不明者の一斉捜索を実施。 

 

 

７ 県・市の体制 

広島県 ８月２０日 １時１５分 広島県災害対策本部設置 

  広島市 ８月２０日 ３時３０分 広島市災害対策本部設置 

 

８月20日（水） 名 名 名 名 名

21日（木） 名 名 名 名 名

22日（金） 名 名 名 名 名

23日（土） 名 名 名 名 名

24日（日） 名 名 名 名 名

25日（月） 名 名 名 名 名

26日（火） 名 名 名 名 名

27日（水） 名 名 名 名 名

28日（木） 名 名 名 名 名

29日（金） 名 名 名 名 名 名

30日（土） 名 名 名 名 名

31日（日） 名 名 名 名 名

９月１日（月） 名 名 名 名 名

２日（火） 名 名 名 名 名

３日（水） 名 名 名 名 名

４日（木） 名 名 名 名 名

５日（金） 名 名 名 名 名

６日（土） 名 名 名

７日（日） 名 名 名

８日（月） 名 名 名

９日（火） 名 名 名

※　１０日（水） 名 名 名

１１日（木） 名 名 名

１２日（金） 名 名 名

１３日（土） 名 名 名

１４日（日） 名 名 名

１５日（月） 名 名 名

１６日（火） 名 名 名

延べ 名 名 名 名 名 名

90

70 25 － － － 95

70 95

70 20 － － － 90

70 20 － －

2,634

203

197

41

25 － － －

228

221

91

91

－

228

91

91

20 － － －

432

432

432

432 100

511

198

198

150

159

160

36

260

72

94

432

232

432

432

432

432

432 215

147

101

105

52

52

－

105

52

52

9,881 4,434 1,471

－

－

70

109

85

85

187

347

197

196

224

224

111

－

－

－

－

106

103

102

590

102

106

－

41

広島市
消防局

広島市内
消防団

広島県内応援
消防本部

緊急消防
援助隊

広島県内応援
消防団

1,246

737

－

－

－

－

合計

224

629

605

1,170

908

920

959

109

－

－

－

－

－

－

432 21

432 134

432 148

1,025

18,461

884

1,325

957

432

432 281

453

566

52 91 669

611

675

580－

－－

－

－

－

432

432

52 91

600 278 － － － 878

450－ － －432 18

856

647

－ 90

70 20 － － － 90

790

問い合わせ先 

  消防庁災害対策本部 

五十嵐・安西・原・近藤 

 ＴＥＬ  03-5253-7527 

  ＦＡＸ 03-5253-7537 
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９月１０日からの大雨等による被害状況等について（第６報） 

 

平成２６年９月１６日（火）１３時００分 

消 防 庁 災 害 対 策 室 

 

１ 気象状況 

・北海道では、９月１１日に石狩・空知・胆振地方に対し、大雨特別警報が発表され、これまで

に経験したことのないような大雨になった。 

・北海道に発表されていた大雨特別警報は、９月１１日１６時１０分までにすべて大雨注意報に切

り替えられた。 

・東日本から西日本でも所々で雷を伴って激しい雨が降った。 

 

２ 被害状況 

 

※被害件数は、現時点で報告のあったものであり、今後、数値の変動はあり得るものである。 
※北海道の住家被害の数値には、区分が不確定なものも含まれており、今後、区分変更があり得るものである。 
 

３ 避難状況 

 

 

 

重傷 軽傷

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟

北海道 2 24

宮城県 1 23 35 2

千葉県 2 13

東京都 35 39 6

大阪府 3 31

兵庫県 14 28

合　計 0 0 0 0 1 0 0 79 170 0 8

半壊
一部
破損

床上
浸水

床下
浸水

公共
建物

その他都道府県名

人　的　被　害 住　　家　　被　　害 非住家被害

死者
行　方
不明者

負 傷 者
全壊

21,000 45,000 9月11日 3時10分 9月11日 17時12分

47,000 90,000 9月11日 3時30分 9月11日 17時12分

151,100 281,500 9月11日 4時01分 9月11日 17時12分

22,000 42,000 9月11日 4時08分 9月11日 17時12分

53,000 109,000 9月11日 4時14分 9月11日 17時12分

24,000 50,000 9月11日 4時27分 9月11日 17時12分

36,500 84,500 9月11日 4時47分 9月11日 17時12分

27,000 56,000 9月11日 7時24分 9月11日 17時12分

10,500 23,000 9月11日 7時59分 9月11日 17時12分

夕張市 303 485 9月11日 9時30分 9月11日 13時45分

岩見沢市 42,301 86,368 9月11日 8時10分 9月11日 13時20分

苫小牧市 2,200 4,760 9月11日 9時05分 9月11日 15時30分

96 167 9月11日 6時02分 9月11日 16時20分

138 345 9月11日 8時50分 9月11日 16時20分

恵庭市 30 93 9月11日 6時45分 9月11日 13時07分

北広島市 3,856 8,876 9月11日 7時00分 9月11日 13時40分

由仁町 2,489 5,637 9月11日 8時15分 9月11日 13時15分

栗山町 6,023 12,757 9月11日 8時30分 9月11日 13時30分

49 75 9月10日 7時00分 9月11日 13時30分

22 48 9月10日 10時45分 9月11日 13時30分

9,638 18,458 9月12日 8時30分 9月12日 15時05分

勧告日時 解除日時

札幌市

都道府県名 市区町村名

避難指示 避難勧告

対象
世帯数

対象
人数

指示日時 解除日時
対象
世帯数

対象
人数

北海道

白老町

千歳市

1 
 



 
 

４ 地方公共団体における災害対策本部等の設置状況 

北海道 ９月１１日 ４時３０分 災害対策連絡本部設置  

→ １１日  ８時１５分 災害対策本部へ移行 

宮城県 ９月１１日 ５時００分 災害特別警戒本部設置 

→ １１日 １６時３０分 災害警戒本部へ移行 

→ １２日  ０時３０分 災害警戒本部廃止 

５ 消防庁の対応 

  ９月１１日  ５時３５分 応急対策室長を長とする災害対策室を設置 

         ５時４０分 北海道に対し、住民への確実な情報伝達、避難勧告の発令につ

いて警戒情報を発出し、警戒態勢の強化、市町村等関係機関へ

の連絡、被害状況の把握と消防庁への報告について要請。 

１１時００分 ９月１０日からの大雨に伴う総理指示の内容について、防災課

長名で都道府県に事務連絡を発出。 

 

  

厚真町 2,101 4,715 9月11日 8時45分 9月11日 13時09分

むかわ町 14 28 9月11日 11時32分 9月11日 13時05分

小計（発令中） 0 0 0 0

小計 0 0 461,360 923,812

3 4 9月11日 6時50分 9月12日 17時45分

3 5 9月11日 19時50分 9月12日 17時45分

小計（発令中） 0 0 0 0

小計 6 9 0 0

0 0 0 0

6 9 461,360 923,812

勧告日時 解除日時

北海道

都道府県名 市区町村名

避難指示 避難勧告

対象
世帯数

対象
人数

指示日時 解除日時
対象

世帯数
対象
人数

宮城県

石巻市

合計(発令中）

合　　計

問い合わせ先 

  消防庁災害対策室 

五十嵐・安西・原・近藤 

 ＴＥＬ  03-5253-7527 

  ＦＡＸ 03-5253-7537 
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１．経 緯 

  平成２６年８月２０日（水）、広島県広島市安佐南区において豪雨による土砂災害が発生し、複数の行方不明者が発生し、同 

  日０６時３０分、広島県知事から陸上自衛隊第１３旅団長（海田市）に対して、人命救助に係る災害派遣要請があった。 

  同月２４日（日）１０時３０分、広島県知事より入浴支援の要請があった。 

  ９月１１日（木）２２時００分、広島県知事より撤収要請があり、同時刻受理。 
 

２．対 応   

◇全体の派遣規模 人員延べ約１４，９６５名、車両延べ約３，２３５両、航空機延べ６６機 

◇派遣期間 ２３日間（８月２０日～９月１１日） 

◇入浴支援実績 延べ１，１７８名 
 

３．活動状況 

広島県広島市の大雨に係る災害派遣概要 

あさみなみく 

広 島 市 

直線距離 
約10km 

直線距離 
約12km 

【安佐北区可部】 
行方不明者捜索 

（ 8月20日1315～ 
1750） 

【安佐南区八木・緑井】 
行方不明者捜索 

（ 8月20日1036～ 
9月10日1700） 海田市駐屯地 

あさきたく  かべ 

あさみなみく やぎ・みどりい 

【三入小学校（安佐北区）】 
入浴支援 

（8月24日1900 ～ 
9月2日2100） 

みいり 

【梅林小学校 
（安佐南区）】 
入浴支援 

（8月26日1900 ～ 
              9月11日2200） 

ばいりん 

三軒屋駐屯地 
八尾駐屯地 

防府分屯地 

出雲駐屯地 

米子駐屯地 

山口駐屯地 

日本原駐屯地 

消防と連携した捜索活動 重機による土砂撤去 重機による岩石の掘削 

水路の捜索 入浴支援 合同一斉捜索 

５－１ 
防衛省 



１．経 緯 

  平成２６年９月１１日(木)、北海道江別市において、大雨の影響により浄水場の能力が低下し、同日２０時００分以降、順次断水する 

  こととなったため、同時刻、北海道知事から陸自第１１旅団長（真駒内）に対し、給水支援に係る災害派遣要請があった。 

２．対 応 

【１１日（木）】   

 ２０時００分 北海道知事から第１１旅団長に対し、災害派遣要請。 

 ２０時４７分 第１１高射特科中隊及び第１１後方支援隊による給水支援活動を開始。 

        （以降、２４時間態勢で実施。） 

【１３日（土）】１１時００分 撤収要請。  

３．活動状況 

《派遣規模》  

 人員：延べ約９０名、車両：延べ約４５両（水トレーラ５両、水タンク車１両を含む。） 

《給水実績》 

 延べ約７３ｔ（７箇所：対雁小学校、江別第２小学校、北光小学校、元町地区センター、 

            江別市役所、豊幌小学校、江別太小学校） 

北海道江別市における給水支援に係る災害派遣概要 

２ ６ . ９ . １ ３  
防 衛 省 運 用 企 画 局 
事 態 対 処 課 

給水支援活動(水トレーラ) 

日  付 給 水 量 備 考 

9月11日（木） 約８ｔ ３箇所 

9月12日（金） 約５８ｔ ４箇所 

9月13日（土） 約７ｔ 

合計 約７３ｔ 

陸自真駒内駐屯地 

江別市 

直線約１８ｋｍ 

江別太小学校 

豊幌小学校 

江別市役所 
（青年センター） 

対雁小学校 

江別第２小学校 

ついしかり 

えべつぶと 

元町地区センター 

とよほろ 

給水支援所 

北光小学校 
ほっこう 

江別市役所 

概略図 

えべつし 

ついしかり ほっこう 

とよほろ 

まこまない 

えべつぶと 

給水支援活動(水タンク車） 

５－２ 
防衛省 
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9 月 10 日からの大雨による被害状況等について 

※これは速報であり、数値等は今後も変わることがある。 

平成 26 年 9 月 16 日 

1 3 時 0 0 分 現 在 

内 閣 府 

今後の気象の見通し 

【気象の見通し】（気象庁：9月16日10時時点） 

・向こう一週間(22 日まで)の天気は、北日本は、気圧の谷や寒気の影響で、18 日頃まで雨の降

る所がある見込み。東日本と西日本は、気圧の谷や湿った気流の影響で、18 日頃から曇りや雨

の日が多くなる見込み。 

【特別警報】（9月 11 日 16:13 時点で全て解除） 

・北海道石狩地方 大雨特別警報（9 月 11 日 5:35） 

・北海道空知地方 大雨特別警報（9 月 11 日 7:49） 

・北海道胆振地方 大雨特別警報（9 月 11 日 8:15） 

１．気象状況（気象庁：9月16日10時時点） 

⑴ 気象の概況 

・上空の寒気の影響で大気の状態が非常に不安定となったため、9日から11日にかけて、北海

道から近畿地方にかけての広い範囲で局地的に雷を伴って猛烈な雨の降った所がある。 

・前線や湿った空気の影響で大気の状態が不安定となったため、南西諸島では14日に猛烈な雨

の降った所がある。 

⑵ 大雨等の観測状況（9月9日0時～9月16日10時） 

*印は観測史上1位を更新した地点（統計期間10年以上の地点に限っています） 

**印は9月の1位を更新した地点(統計期間10年以上の地点に限っています) 

・主な1時間降水量 

北海道 苫小牧 100.0 ミリ 11 日 8 時 48 分まで ** 

北海道 千歳  92.0 ミリ 11 日 7 時 18 分まで * 

宮城県 石巻  91.0 ミリ 11 日 3 時 12 分まで * 

東京都 東京  71.5 ミリ 10 日 17 時 16 分まで  

北海道 支笏湖畔  70.0 ミリ 11 日 5 時 59 分まで * 

北海道 鵡川  69.0 ミリ 12 日 21 時 46 分まで * 

岩手県 花巻  65.5 ミリ 10 日 16 時 11 分まで * 

静岡県 清水  65.5 ミリ 11 日 20 時 15 分まで  

青森県 五所川原  59.0 ミリ 10 日 12 時 48 分まで * 

北海道 安平  57.5 ミリ 11 日 7 時 37 分まで * 

秋田県 大潟  57.5 ミリ 10 日 11 時 08 分まで  

宮崎県 青島  57.5 ミリ 12 日 21 時 39 分まで  

・主な24時間降水量 

北海道 支笏湖畔 280.0 ミリ 11 日 21 時 20 分まで * 

北海道 苫小牧 267.0 ミリ 12 日 5 時 50 分まで * 

北海道 森野 253.0 ミリ 10 日 19 時 00 分まで  

20 内閣府 
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北海道 カルルス 222.5 ミリ 10 日 18 時 10 分まで  

北海道 千歳 209.0 ミリ 12 日 5 時 30 分まで * 

千葉県 勝浦 162.0 ミリ 11 日 12 時 50 分まで  

東京都 青ヶ島 160.5 ミリ  9 日 9 時 40 分まで  

宮城県 石巻 158.5 ミリ 12 日 0 時 50 分まで  

鹿児島県 中之島 146.0 ミリ 14 日 22 時 30 分まで  

鹿児島県 諏訪之瀬島 125.5 ミリ 15 日 2 時 50 分まで  

・主な期間降水量 

北海道 支笏湖畔 382.5 ミリ 
北海道 苫小牧 320.5 ミリ 
北海道 森野 315.0 ミリ 
北海道 カルルス 260.5 ミリ 
鹿児島県 中之島 251.0 ミリ 
北海道 千歳 215.5 ミリ 
鹿児島県 屋久島 185.0 ミリ 
千葉県 勝浦 166.5 ミリ 
宮崎県 青島 164.5 ミリ 
北海道 白老 163.5 ミリ 

⑶ 記録的短時間大雨情報の発表状況 

都道府県 発表時刻 発表内容

北海道胆振地方 9/10 00:50 0 時 30 分 白老町付近で約 120 ミリ

北海道胆振地方 9/10 01:58 1 時 30 分 白老町付近で約 110 ミリ

北海道胆振地方 9/10 02:58 2 時 30 分 白老町付近で約 120 ミリ

北海道胆振地方 9/10 06:22 6 時 白老町付近で約 120 ミリ

北海道胆振地方 9/10 09:49 9 時 30 分 登別市付近で約 110 ミリ

東 京 都 9/10 17:49 17 時 30 分 台東区付近で約 100 ミリ

大 阪 府 9/10 23:48 23 時 30 分 池田市付近で約 100 ミリ

大 阪 府 9/11 00:19 0 時 池田市付近で約 120 ミリ 

宮 城 県 9/11 03:19 3 時 石巻市付近で約 120 ミリ 東松島市付近で約 120 ミリ 

北海道石狩地方 9/11 04:19 4 時 千歳市支笏湖付近で約 100 ミリ 

北海道石狩地方 9/11 05:50 5 時 30 分 千歳市支笏湖付近で約 100 ミリ 

北海道石狩地方 9/11 06:19 6 時 恵庭市付近で約 100 ミリ 

北海道胆振地方 9/11 06:24 6 時 苫小牧市山間部付近で約 100 ミリ 

北海道胆振地方 9/11 07:54 7 時 30 分 苫小牧市平野部付近で約 110 ミリ 

北海道胆振地方 9/11 9:03 8 時 30 分 苫小牧市で約 110 ミリ 

北海道石狩地方 9/11 19:21 19 時 00 分 千歳市支笏湖付近で約 110 ミリ 

北海道胆振地方 9/11 19:31 19 時 00 分 苫小牧市で約 100 ミリ 

北海道胆振地方 9/11 19:50 19 時 30 分 白老町付近で約 110 ミリ

北海道胆振地方 9/11 23:52 23 時 30 分 苫小牧市で約 100 ミリ 
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２．人的・物的被害の状況（消防庁調べ：9月16日11:00現在） 

 
※被害件数は、現時点で報告のあったものであり、今後、数値の変動はあり得るものである。 

※北海道の住家被害の数値には、区分が不確定なものも含まれており、今後、区分変更があり得るものである。 

３．避難状況（消防庁調べ：9月16日11:00現在） 

 

  

重傷 軽傷

人 人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟 棟

北海道 2 4 6

宮城県 1 23 35 59 2

千葉県 2 13 15

東京都 35 39 74 6

大阪府 3 31 34

兵庫県 14 28 42

合　計 0 0 0 0 1 0 0 79 150 230 0 8

半壊
一部
破損

床上
浸水

床下
浸水

公共
建物

その他都道府県名

人　的　被　害 非住家被害

死者
行　方
不明者

負 傷 者
全壊 合計

住　　家　　被　　害

21,000 45,000 9月11日 3時10分 9月11日 17時12分

47,000 90,000 9月11日 3時30分 9月11日 17時12分

151,100 281,500 9月11日 4時01分 9月11日 17時12分

22,000 42,000 9月11日 4時08分 9月11日 17時12分

53,000 109,000 9月11日 4時14分 9月11日 17時12分

24,000 50,000 9月11日 4時27分 9月11日 17時12分

36,500 84,500 9月11日 4時47分 9月11日 17時12分

27,000 56,000 9月11日 7時24分 9月11日 17時12分

10,500 23,000 9月11日 7時59分 9月11日 17時12分

夕張市 303 485 9月11日 9時30分 9月11日 13時45分

岩見沢市 42,301 86,368 9月11日 8時10分 9月11日 13時20分

苫小牧市 2,200 4,760 9月11日 9時05分 9月11日 15時30分

北海道 千歳市 96 167 9月11日 6時02分 9月11日 16時20分

138 345 9月11日 8時50分 9月11日 16時20分

恵庭市 30 93 9月11日 6時45分 9月11日 13時07分

北広島市 3,856 8,876 9月11日 7時00分 9月11日 13時40分

由仁町 2,489 5,637 9月11日 8時15分 9月11日 13時15分

栗山町 6,023 12,757 9月11日 8時30分 9月11日 13時30分

白老町 49 75 9月10日 7時00分 9月11日 13時30分

22 48 9月10日 10時45分 9月11日 13時30分

9,638 18,458 9月12日 8時30分 9月12日 15時05分

厚真町 2,101 4,715 9月11日 8時45分 9月11日 13時09分

むかわ町 14 28 9月11日 11時32分 9月11日 13時05分

小計（発令中） 0 0 0 0

小計 0 0 461,360 923,812

宮城県 石巻市 3 4 9月11日 6時50分 9月12日 17時45分

3 5 9月11日 19時50分 9月12日 17時45分

小計（発令中） 0 0 0 0

小計 6 9 0 0

合計(発令中） 0 0 0 0

合　　計 6 9 461,360 923,812

勧告日時 解除日時

札幌市

都道府県名 市区町村名

避難指示 避難勧告

対象
世帯数

対象
人数

指示日時 解除日時
対象

世帯数
対象
人数
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４．その他の被害状況 

⑴ 河川 （国土交通省調べ：9月 16 日 9:00 現在） 

・現在、計画高水位を超えている河川  なし 

・現在、はん濫危険水位を超えている河川 なし 

・現在、避難判断水位を超えている河川 なし 

・現在、はん濫注意水位を超えている河川 1水系 3河川（漁川、厚別川、島松川） 

⑵ 土砂災害（国土交通省調べ：9 月 16 日 9:00 現在） 

ア 土石流等（1県で 1 件） 

宮城県 1 件（石巻市 1） 

イ がけ崩れ（3道県で 7件） 

北海道 3 件（苫小牧市 3） 

宮城県 2 件（石巻市 1、仙台市 1） 

千葉県 2 件（いすみ市 1、勝浦市 1） 

⑶ ライフライン 

ア 電力（経済産業省調べ：9 月 12 日 9:00 現在） 

・北海道電力（株） 

停電戸数 0戸（延べ停電数約 19,694 戸） 

※王子製紙㈱千歳第1発電所から特定供給で電力供給されている支笏湖畔地区に行く配電線が11日 5:57から

土砂崩れによって供給できない状況になり、百数十戸程度（民家、商店等）の供給支障が発生していたが、

同日 16:20 に送電を再開。 

イ 水道（厚生労働省調べ：9 月 16 日 9:00 現在） 

・断水状況 

県、市町村名 
最大 

断水戸数 
現在の 

断水戸数 
断水期間 被害状況 

【北海道】 
江別市

えべつし

 
約33,000戸 約 0戸

 
 
H26.9.11～ 

9.13

 
 
河川の高濁度による取水停止 
(復旧済) 

・応急給水 

近隣市町村からタンク車 15 台の応援を受け応急給水を実施。 
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ウ 通信（総務省調べ：9月 16 日 10:30 現在） 

・固定電話、携帯電話等 

 事業者 被害状況等 

固
定
電
話 

NTT 東日本 ・被害なし。 

NTT 西日本 ・被害なし。 

NTT ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ ・被害なし。 

KDDI ・被害なし。 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾃﾚｺﾑ ・被害なし。 

携
帯
電
話
等 

NTT ドコモ ・被害なし。 

KDDI(au) ・被害なし。 

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ ・2 局（北海道）が停波。→復旧済み。 

ワイモバイル ・被害なし。 

UQ ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ ・7→4局（北海道：1局、神奈川県：1局、長野県：1局→復旧、 

三重県：3→1局、兵庫県：1局）が停波。→復旧済 

ﾜｲﾔﾚｽｼﾃｨﾌﾟﾗﾆﾝｸﾞ ・被害なし。 

・放送施設 

現時点において被害情報なし 

⑷ 道路（国土交通省調べ 9月 16 日 8:00 現在） 

ア 高速道路の被災による通行止め状況：なし 

イ 直轄国道の被災による通行止め：1か所 

路線名 区間名 被災状況 備考 

 
国道 276 号 

北海道伊達市大滝区三階滝町

〜苫小牧市丸山 

路面冠水 

路肩決壊 

・通行規制開始日時：9月 10 日 6:10 

・人身物損なし、孤立なし、迂回路あり 

・通行規制解除日時：9月 12 日 13:00 

○ 国道 453 号 
北海道札幌市南区滝野 

〜千歳市支笏湖温泉 

土砂崩落 

路肩決壊 

・通行規制開始日時：9月 10 日 3:00 

・人身物損なし、孤立あり、迂回路あり 

○印は規制中か所 

ウ 都道府県国道の通行止め状況：なし 

エ 都道府県・政令市道の通行止め状況：2区間で通行止め 

北海道 1 区間（法面崩落） 

札幌市 1 区間（土砂流出） 

⑸ 鉄道関係（国土交通省調べ：9 月 16 日 9:00 現在） 

1 事業者 1路線で運転休止 

事業者名 線  名 運転休止区間 運転休止 運転再開 主な被害状況等 

JR 北海道 日高線 静内駅～鵡川駅間 9/16 7:29    

⑹ 医療施設被害状況（厚生労働省調べ：9月 16 日 9:00 現在） 

・北海道で 2 施設被災（床上浸水、床下浸水、人的被害無し） 

⑺ 社会福祉施設被害状況（厚生労働省調べ：9月 16 日 9:00 現在） 

・北海道で 6 か所被災（浸水被害等、人的被害なし） 

・宮城県で 5 か所被災（床上浸水等、人的被害なし） 

・兵庫県で 4 か所被災（床上浸水等、人的被害なし） 

⑻ 保健衛生施設被害状況（厚生労働省調べ：9月 12 日 9:00 現在） 

・北海道で 1 か所被災（雨漏り、人的被害なし） 
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⑼ 文教施設被害（文部科学省調べ：9月 16 日 10:00 現在） 

都道府県名 
国立学校施設 

（校） 

公立学校施設

（校） 

私立学校施設

（校） 

社会教育・体育、

文化施設等（施設）

文化財等

（件） 

独立行政法人等 

（施設） 
計 

北海道 1 1     2 

宮城県  16     16 

京都府     1  1 

計 1 17   1  19 

学校敷地の斜面崩れ（一部）、床上浸水等 

５．政府の対応 

⑴ 官邸の対応 

・情報連絡室を設置（9 月 11 日 5:35） 

⑵ 9月10日からの大雨に関する総理指示（9月11日8:30） 

１ 関係省庁が緊密に連携し、住民の避難支援等の事前対策に万全を期すこと 

２ 大雨、河川の状況等に関する情報提供を、国民に対し、適時的確に行うとともに、被害

の状況を迅速に把握すること 

３ 被害が発生した場合の災害応急対策に万全を期すこと 

⑶ 関係省庁災害対策会議 

・松島内閣府特命担当大臣（事務代理）、西村内閣府副大臣及び松本内閣府政務官の出席のも

と、第 1回関係省庁災害対策会議を開催し、今後の気象状況の見通し及び被害状況並びに各

省庁の対応状況について情報共有を行った。（非常災害対策本部会議と併せて実施） 

⑷ 自衛隊の災害派遣 

ア 概要 

(ｱ) 要請日時 9 月 11 日 20:00 

(ｲ) 要請元 北海道知事 

(ｳ) 要請先 陸上自衛隊第 11 旅団長（真駒内） 

(ｴ) 要請の概要 給水支援 

(ｵ) 発生場所 北海道江別市 

(ｶ) 撤収要請日時 9 月 13 日 13:00 

イ 経緯 

9 月 11 日、北海道江別市において、大雨の影響により浄水場の能力が低下し、同日 20:00

分以降順次、断水することとなったため、同時刻、北海道知事から第 11 旅団長に対し、給

水支援に係る災害派遣要請があった。 

ウ 派遣規模 

人員 約 30 名（延べ約 90 名） 

車両 約 15 両（延べ約 45 両） 

エ 主な対応状況 

・第 11 高射特科中隊及び第 11 後方支援隊（人員約 30 名、車両約 15 両（うち水トレーラ 5

両、水タンク車 1両を含む））が給水支援活動を開始。（9月 11 日 20:47。24 時間態勢） 
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・給水実績 

日付 給水量 備考 

9 月 11 日（木） 約 8.0t   

7 カ所 9 月 12 日（金） 約 58.0ｔ 

9 月 13 日（土） 約 7.0ｔ 

合計 約 73.0ｔ  

６．各省庁の対応 

⑴ 内閣府の対応 

・内閣府情報対策室を設置し、情報収集体制を強化（9月 11 日 5:35） 

・防災担当大臣より、関係各省庁に対し、下記のとおり要請（9 月 11 日 7:00） 

○本日 5 時 35 分に、北海道に大雨の特別警報が発表されたところ、関係省庁におかれては、

大雨、土砂災害、河川の増水等に対し、最大級の警戒をお願いしたい。 

○実動省庁におかれては、迅速かつ的確に被災自治体から応援の要請等に対応できるよう、事

前の準備体制を整えていただくようお願いしたい。 

○また、空振りを恐れずに避難勧告を出せるよう、状況に応じ、自治体に対して避難のための

適切な助言をお願いしたい。 

○引き続き、国民の生命、財産を守るため、関係地方公共団体と連携を密にしつつ、緊張感を

もって対応に万全を期して頂きたい。 

⑵ 警察庁の対応 

・管区警察局や都道府県警察との連絡体制を強化して、被害情報の収集等を実施 

【主な警察措置】 

・北海道警察は、警察本部長を長とする災害警備本部を設置し、被害や対応状況等関連情報

の収集を実施 

・北海道のヘリテレ映像を官邸等に送信（9月 11 日 8:49） 

・北海道警察情報通信部は、札幌市内に出動し、被災状況等を撮影し映像を官邸等に送信 

・北海道警察機動隊 8人（高性能救助車）が札幌市南区常盤方面を警戒のため出動 

⑶ 消防庁の対応 

・災害対策室設置（9月 11 日 5:35） 

・北海道に対し、住民への確実な情報伝達、避難勧告の発令について警戒情報を発出し、警戒

態勢の強化、市町村等関係機関への連絡、被害状況の把握と消防庁への報告について要請（9

月 11 日 5:40） 

・9月 10 日からの大雨に伴う総理指示の内容について、防災課長名で都道府県に事務連絡を発

出（9月 11 日 11:00） 

⑷ 海上保安庁の対応 

・気象警報等に留意の上、情報収集及び地方自治体との連絡を密にしつつ、即応体制を維持 

⑸ 防衛省の対応 

・陸上自衛隊北部方面隊の一部が情報収集態勢を強化 

⑹ 文部科学省の対応 

・各都道府県教育委員会に対し、防災態勢の強化を図るとともに、児童生徒等の安全確保及び
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施設の安全確保等に万全を期すよう要請（9月 11 日） 

⑺ 厚生労働省の対応 

・厚生労働省災害情報連絡室を設置（9月 11 日 7:45） 

<被災者の健康管理>（9月 16 日 9:00 現在） 

・札幌市において、保健師による避難所の巡回を実施（避難勧告が解除されたため終了） 

⑻ 国土交通省の対応 

ア リエゾンの派遣 

・北海道開発局より 1道 11 市町へ 38 人・日を派遣（9月 10～13 日） 

・東北地方整備局より 1 市へのべ 2 人・日を派遣（9 月 11 日） 

・近畿地方整備局より 1 市へのべ 1 人・日派遣（9月 11 日） 

イ X バンド MP レーダの配信開始 

・18日運用開始予定の札幌周辺を観測する2基目のXバンドMPレーダの運用を急遽前倒し、

11 日 11 時 7 分より配信開始 

ウ 防災ヘリコプター等による被害状況調査等 

・北海道開発局防災ヘリコプターにより、北海道石狩地区上空から被害状況の把握を実施(9

月 11、12 日) 

エ 専門家の派遣 

・北海道開発局からの要請に基づき、札幌市豊平川上流砂防区域等の状況調査（ヘリ調査）

に土木研究所（寒地土木研究所寒地水圏研究グループ）より専門家 1 名を派遣(9 月 11 日) 

・北海道開発局からの要請に基づき、国道 453 号（札幌市南区滝野から千歳市支笏湖温泉間）

の土砂災害等の状況調査（ヘリ調査）に土木研究所（寒地土木研究所寒地基礎技術研究グ

ループ）より専門家１名を派遣(9 月 12 日) 

・北海道開発局からの要請に基づき、国道 453 号支笏湖周辺の状況調査に土木研究所（寒地

土木研究所）より専門家 3名を派遣(9 月 13 日) 

オ 各地方整備局ごとの実出動台数（9月 16 日 9:00 現在） 

機械名 北海道開発局 東北地整 近畿地整 合計 

排水ポンプ車 4 5 1 10 

照明車 10 1  11 

多目的支援車 1  1 

散水車 12   12 

衛星通信車 1   1 

合計 28 6 1 35 

⑼ 気象庁の対応 

・北海道石狩地方に対し大雨特別警報を発表（9月 11 日 5:35） 

・大雨特別警報に関する記者会見を実施（9月 11 日 6:40） 

・北海道空知地方に対し大雨特別警報を発表（9月 11 日 7:49） 

・北海道胆振地方に対し大雨特別警報を発表（9月 11 日 8:15） 

・北海道胆振地方の一部の市町村について、大雨特別警報を大雨注意報に切り替え（9月 11 日 

12:55） 

・北海道石狩地方の一部の市町村及び北海道空知地方について、大雨特別警報を大雨注意報に

切り替え（9 月 11 日 13:10） 
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・北海道の全ての市町村について、大雨特別警報を大雨注意報に切り替え（9 月 11 日 16:10） 

・気象庁として、引き続き気象状況の把握と情報発信に努める。 
















































